
（仮称）

大和駅前みらい実現

プロジェクト

設立総会
2026 年 4 月 23 日 ( 木 ) 15 時～

大和市文化創造拠点シリウス 1 階ギャラリー
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挨拶

大和市 古谷田市長
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相鉄線地下化 シリウスの整備 やまと公園のリニューアル

まちの資源

まちの課題

大和駅周辺の資源と課題

住む人にとって魅力的なまちへ！

JR線・東急線との相互直通運転

大和駅周辺のチャンス

訪れる人にとって魅力的なまちへ！

2027年国際園芸博覧会の開催と次世代テーマパークの整備

活用しきれていない
プロムナード

更新時期を
迎えた建物

夜のイメージ

にぎわいの低下

長く続くお祭りやイベント、そしてそれを継承する人たち

個人店の減少

出典：国土交通省ウェブサイト
（https://www.mlit.go.jp/toshi/park/toshi_parkgreen_tk_000089.html）

出典：大和市ウェブサイト

大和駅周辺の取り巻く状況をチャンスと捉え、これまでの資源や積み重ねを活かしながら、

まちの活性化と更なる魅力や価値を高めていくことが求められています。

１．エリアプラットフォームの設立

エリアプラットフォームの設立趣旨
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だけでは変わらない だけでは変わらない

民間の空間と公共空間の一体的な活用でエリアとしての面的な魅力とまちなかの回遊性が高まる

市民が得意

柔軟性

アイデア

現場力

民間の空間

行政が得意

制度

仕組

調整力

公共空間

両者で補完

１．エリアプラットフォームの設立

キーワードは「公民連携まちづくり」。 それぞれが持つ強みを活かしあい、まちを“誰かがつくる”

のではなく、“みんなで育てていく”、公民連携によるまちづくりを目指していきます。

エリアプラットフォームの設立趣旨
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自治会

商店会

青年会議所

鉄道事業者

地区内
事業者

市民活動
団体

行政

地権者

そして本日、その積み重ねをかたちにする第一歩として、このエリアプラットフォームを設立するに至りました。

１．エリアプラットフォームの設立

そこで、 大和駅周辺に関わる人たちが連携し 、エリアの将来像やその実現方策を話し合い、

実践する場＝エリアプラットフォーム の立ち上げを目指し、検討を進めてきました。

エリアプラットフォームの設立趣旨

2022 2023 2024 2025 2026

図書館の道
休息スペースの設置

ヤマトンのおたずね行脚

大和駅周辺エリアプラットフォーム準備会

まちなか ワーク セッシ ョン

スピンオフワーキング

大和駅周辺のこれからを
考えるみんなで会議

エリアの将来像やその実現
方策を話し合い、実践する
エリアプラットフォーム
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大和駅周辺に関わる人たちが連携するエリアプラットフォームとして、地域住民、各種団体、民間

事業者、行政等が一体となり、大和駅周辺エリア未来ビジョンの策定及びその実現に向けた事業等

の実施と持続的な会議体の運営により、当該エリアの活性化と更なる魅力や価値を創出する。

目的

１．エリアプラットフォームの設立

エリアプラットフォームの設立趣旨

小さく始めて、大きな変化につなげる

定着期構築期構想・試行期

目指すまちの状態

エリアプラットフォーム

仕組み

活動

小規模・期間限定の活用が行われる

場の使い方の可能性や課題が見えてくる

日常的に点在する動きが見え始める 動きがつながり、日常化する

活動が定着し、新たなまちの文化が生まれる

やってみたい人が集まりはじめる

持続的な組織に向けた体制の強化

継続的な担い手確保

エリアマネジメント組織としての安定的な運営

プロムナード等での実証実験 公共空間活用のため
のルール作成

公共空間の活用制度の取得と
手続きスキームの検討

ルールに基づいた大和らしい公共空間活用

制度に基づく恒久的活用

アクションプログラム
候補の試行

未来ビジョンへの反映

未来ビジョンに基づく実践

適宜、未来ビジョンの更新

さらなる魅力向上のための新たな活動や投資
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目的

１．エリアプラットフォームの設立

エリアプラットフォームの設立趣旨

役割

エリア
プラット
フォーム

挑戦と応援

文化に
育てる

開いた
組織

ワクワク起点

ビジョンを描き発信する

まちの未来を思い描き、その魅力や方向
性をわかりやすく発信します。共感の輪
を広げ、まちを元気にする動きを育てて
いきます。

まちの様々な活動や
人を束ねる

商店街や事業者、地域の団体をはじめ、
行政や個人など、大和駅周辺に関わる人
たちが出会い、つながるきっかけをつく
りだし、まちに新しい動きを生み出して
いきます。

試行して検証する
チャレンジしやすい環境を育て、まちの
中で新しい試みを積極的に進めていくと
ともに、地域の“やりたい ”を応援してい
きます。うまくいったことや課題を共有
し、地域に根づく動きに育てていきます。

仕組みを整える

活動を一過性のものとせず、ルールや
体制、資金の流れを整えながら、活動
から生まれた価値や収益をまちに還元
し、エリア全体の魅力と価値を高めて
いく文化として根づかせていきます。
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体制

１．エリアプラットフォームの設立

（仮称）大和駅周辺エリアプラットフォーム

ワーキング会議ビジョン会議

団体

役 割 •全体方針の決定

•未来ビジョンの進捗管理

構成員

役 割 •未来ビジョンの事業化検討

•アクションプランの作成

•実証実験等の企画・実践

構成員 アクション共創

プロジェクト
チーム

プロジェクト
チーム

プロジェクト
チーム

※活動会員のビジョン会議への出席は、幹事
とプロジェクトチームリーダーまでを想定

※個人単位
※誰でも参加OK！（アクションメンバーとして）

大和市

活動（一部） ※

アドバイザ ー（適宜）

活動

大和市（一部 ） 推進支援アドバイザ ー（適宜）推進支援

会長 副会長（若干名）

エリプラの活動に共感する市民の方など

代表幹事 幹事（若干名）

運営チーム （事務局的なもの）

• 各種会議の事前検討

• プロジェクトの推進 など

役 割

構成員 大和市 (一部 ) 推進支援

共有

助言・支援

フィードバック

合意形成
情報共有 実行部隊

活動（役員）

共創（適宜）

エリアプラットフォームの設立趣旨
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議案事項１

エリアプラットフォーム名称

１．エリアプラットフォームの設立
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エリアプラットフォームの 組織名称

大和駅前みらい実現プロジェクト  

名称の由来 

略称：大和みらプロ

「大和駅前みらい実現プロジェクト」は、 駅前を起点にまち全体へと広がる実践を通じて、

大和の未来をともに創造し、かたちにしていく ――

そんな想いを込めました。

大和駅周辺に関わる人たちが集まり、楽しみながらさまざまな挑戦をすることで、

駅前から生まれるにぎわいと価値を、まち全体へと波及させていきます。



議案事項２

規約

１．エリアプラットフォームの設立
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準備会からの主な修正事項

１．役員任期の見直し（第 7条）

・組織の新陳代謝と持続性の観点から、同一役職の連続就任は２期（最大４年）までに制限

２．入会ルールの明確化（第 12条）

・会員区分ごとに入会の手続きと承認プロセスを具体化・明記

３．アドバイザーの取り扱いについて（第 4条）

・アドバイザーは、外部的関わりで入会を要しないことから会員区分から分離

４．入会の不承認要件を明確化

・入会を認めない基準を判断からルールに変更

５．退会・除名規定の追加（第 13条）

・組織の健全性を担保の観点から、不適当な会員の退会措置を明記



議案事項３

役員改選

１．エリアプラットフォームの設立
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役員改選

ワーキング会議ビジョン会議

会長 藤岡 博氏 代表幹事 植木 大二郎氏
（新橋会） （（一社）大和青年会議所）

副会長 高木 俊氏 幹事

（新橋会 、大和東三丁目 ）

黒木 正幸氏
（すずらん通り商店会）

小幡 剛志氏
（大和商工会議所青年部）

植木 大二郎氏
（（一社）大和青年会議所）

原 雄太氏
（大和商工会議所青年部）

大原 義隆氏
（（一社）大和青年会議所）

※副会長兼任

※代表幹事兼任 中辻 良太氏
（（一社）大和青年会議所）



２．今年度の活動方針

未来ビジョンベータ版について

エリアプラットフォームの活動を進めていくにあたり、皆さんと「こんな姿を描けたらいいな」という

想いを共有するものとして、活動のよりどころとなる「未来ビジョン（ベータ版）」を公表します。

これをひとつのものさしとして、活動を広く周知するとともに、仲間を増やしながら

具体的な取組みを深め、今後、正式な「未来ビジョン」の策定につなげていきます。 16



育てる

２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

広げる

・組織ロゴ制作ワークショップ

・ホームページ作成

・インスタ運用（継続）

（認知度向上・仲間集め）

描く・深める
（未来ビジョン）

・ワーキング会議を中心とした議論に
よるアクションプログラムの検討

試してみる

・組織のあり方検討

・先進事例視察

（組織強化）

・未来ビジョンベータ版の実証

（プロムナードの活用）

（社会実験・プロジェクト）

お試し 反映
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２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

広げる
（認知度向上・仲間集め）

組織ロゴ制作ワークショップ

ねらい • 学生や若い世代を巻き込み、エリプラの想いをロゴとして可視化

• 活動の周知と仲間づくりにつなげる

実施概要

【 形式】 講座型ワークショップ

【 監修】 オンデザインパートナーズ

【 対象】 公募（定員 20名程度）

【 時期】 講座６～７月

最終決定：８月

内容

• 参加者自身がロゴを考える講座型の企画。

• 数回の講座を通じて、専門家からデザインの基礎を学ぶ
とともに、エリプラの活動趣旨や目指す姿を共有し、そ
れらを踏まえたロゴ案を提案してもらう。

• ビジョン会議においてプレゼンテーションおよび投票を
行い、最終ロゴを決定する予定。
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イメージ
講座型のデザインワークショップ

イメージ
ロゴを活用してエリプラ名刺などを作成
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２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

広げる
（認知度向上・仲間集め）

ホームページ作成・インスタ運用

ねらい • エリプラ組織や活動の発信と認知度向上

• まちなかの情報の一元化に向けた試行的取組み

事例）まちづくり府中による府中駅周辺のイベントカレンダー エリプラのInstagram
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２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

描く・深める
（未来ビジョン）

正式版未来ビジョンの作成
～アクションプログラムの検討～

ねらい • プレイヤーを巻き込んだ未来ビジョンの深度化

• アクションプログラムを盛り込んだ未来ビジョン（正式版）の策定

進め方

４つの柱

理念
（コンセプト）

取組方針

アクション
プログラム

アクション
プログラム

アクション
プログラム

ベータ版

今年度は
ココを検討！

正式版
未来ビジョン
として策定

• 実践につながるアクションプログラム
は、実行部隊のワーキング会議で検討を
進めていく

• ワーキング会議の検討内容は、ビジョン
会議で毎回共有し、意見をもらいながら
内容を詰めていく
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２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

対象

• 活動会員

• アクション会員

• 大和市

・推進支援

必要に応じて招致

• 共創パートナー

• アドバイザー

エリプラの活動に
関心を持つ
住民、ワーカー、
学生 など

周知

みらプロ Instagram

大和市ホームページ

メンバーによる拡散 など

ご協力お願いします！

第1回
（５月 27日）

キックオフ

場の意味づけ
熱量づくり

目的:
ワーキング会議の進め方
顔合わせと機運づくり

内容:
• エリプラについて
• エリプラでやりたいこ
との共有

• 今年度の活動

第2回
（７月 予定）
アクションプログラム
検討①

テーマの具体化
方向性の言語化

目的:
関心テーマごとの深掘り

内容:
• 第1回に基づくテーマ
分け

• テーマ別検討（目指す
姿、ターゲット、エリ
アなど）

第3回 
（９月 予定）
アクションプログラム
検討②

実行イメージの具体化
プログラム設計

目的:
アクションプログラムの
具体化

内容:
• テーマ別検討（活動内
容）

第4回 
（ 12月予定）
短期実行プラン

短期的活動の整理
優先順位づけ

目的:
当面の活動計画の策定
とビジョン会議への報
告準備

内容:
• 短期的な活動方針
• 進め方の整理
• ビジョン会議への報告
内容整理

第5回
 （ ２ 月予定）
振り返り

振り返りと展開
次年度への接続

目的:
今年度の振り返りと次
年度の活動方針整理

内容:
• 社会実験・検討内容の
振り返り

• 次年度の進め方（体
制・テーマ）検討

エリプラ全体の動き
８月

ビジョン会議
＃２

12月
ビジョン会議

＃３

３月
ビジョン会議

＃４

10～11月頃
社会実験

社会実験企画・準備
未来ビジョン案

報告
未来ビジョン
確定

アクションプログラム
の柱報告

ワーキング会議について
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２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

試してみる
（社会実験・プロジェクト）

未来ビジョンベータ版の実証
（プロムナードの活用）

４つの柱

1
途中も楽しくて

心地よいから

歩きたくなるまちなか

まちなか回遊

2 3 4
わたしにとっての

居場所や機会があるから

誰にとっても居心地よいまちなか

個性ある店舗、

特徴異なる商店街の集積が

大和らしさを感じるまちなか

いつきても

なにかが起きている

いつも気になる大和

場づくり 商店街活性化 エリアブランディング

取組方針

① 拠点間を楽しく つなぐ 回遊動線

② 四季を通じて快適に
過ごせるまちなかづくり

③ 安全な歩行者動線の確保

④ 広域からの来訪を支える環境づくり

① まちなかのほっとできる
場所や環境の創出

② 活動の場や仕組みづくり

① 個性を活かし、多様な
にぎわいを生む商店街づくり

② エリアリノベーション
によるまちの個性づくり

③ 新たな挑戦を支える
まちの仕組みづくり

① 夜の魅力も活かしたブランドづくり

② 地域資源と活動の
蓄積を活かした魅力づくり

③ 効果的な情報発信

まちに新しい動きを生み出していくための第一歩として、多くの人の関心が集まる

プロムナードに関する取組みを実証（社会実験）しながら将来イメージを深めていきます
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背景・課題認識：

•プロムナードでは、週末を中心に多様なイベントが開催されており、イベント時には一定のにぎわいが創出されている。
一方で、平日を中心とした 日常的なにぎわいは十分とは言えない 状況にある。

•来訪者の多くが文化創造拠点シリウスなど 特定の施設を目的とした来訪にとどまっており 、まちなか全体への回遊には十
分につながっていない。

•休日のイベント時もイベント目的とした来訪が中心であり、 周辺商店街等への波及は限定的である。

２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

試してみる
（社会実験・プロジェクト）

未来ビジョンベータ版の実証
（プロムナードの活用）

今回検証したいこと：

プロムナードで 日常的に利用可能な座り場 をつくり、以下の点について検証を行う。

①滞留空間の創出による、まちなかでの行動変容（通過から滞在へ）

②滞在時間の向上による、回遊および消費への波及効果

③特に平日日中の利用を想定した、高校生・子育て世代等のニーズの把握
24



イメージ）快適な座り場づくり

出典： uni  project 25



２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

試してみる
（社会実験・プロジェクト）

未来ビジョンベータ版の実証
（プロムナードの活用）

実施概要

実施時期： 10～11月頃 ※期間は未定

予算 ： 市の令和８年度大和駅周辺まちづくり
事業予算より 捻出

内容案 • 座り場（イス、芝生など）
• 滞在コンテンツ
• 情報発信

ねらい • 未来ビジョンベータ版の部分的思考によるまちなかの機運づくりとエリプラ周知

• イベントがない日のプロムナードでの座り場創出による滞在時間向上や行動変容

• 平日日中の利用者層を見据えた高校生・子育て世代のニーズ発掘

基本方針

• 平日の日中を中心に、日常の快適性・
滞在性をはかる

• 座り場だけでなく、滞在性が向上する
コンテンツを少し足す
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２．今年度の活動方針

令和８年度の活動計画

育てる
（社会実験・プロジェクト）

組織強化のための検討

ねらい • 持続的な組織のあり方を考える

活動内容

• 運営メンバーを中心とした先進事例の視察

• 他都市からの学びを踏まえた当地区の組織
のあり方検討

視察先候補案

• 株式会社まちづくり府中｜府中駅周辺（東京都府中市）

• 一般社団法人草薙カルテッド｜草薙駅周辺（静岡県静岡市）

※１地区を想定
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スケジュール （ 案）

28

6 7 8 9 10 11 12 1 2 34 5

２．今年度の活動方針

未来ビジョン
検討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認知度
向上

プロム
ナード

その他

ビジョン
会議

ワーキング
会議

● ● ●●

● ● ● ●●
5/27

7/1ぞめき大和
7/25-26阿波
踊り本大会

8/22-23やま
フェス

10～11月?うま
いもの市
10末：ハロウィ
ンフェス

11/3シリウス
10th

3/19～
国際園芸博覧
会

4/29フリマフェ
スタ

5/9-5/10
やまと市民ま
つり

ロゴ講座
参加者募集

ロゴ講座
実施

ロゴ
確定

実践

・ロゴの最終プレゼン
・活動報告

・活動報告
・未来ビジョン
・体制検討

・未来ビジョン(案)
・次年度計画

やりたいことの共有
テーマ設定

企画

準備

広報

公表素案 意見反映

冊子デザイン

とりまとめアクションプログラム検討テーマ設定

本日

エリプラ名刺作成

ホームページ基本設計 ホームページ構築

振り返り＋次

組織のあり方（随時、運営会議で議論＋先進事例視察）

HP公表 ホームページ随時発信


